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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 11月 14日 (2003.11.14)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ノ ズ ル 開 口 に 連 通 す る 圧 力 発 生 室 と 、 こ の 圧 力 発 生 室 に 対 応 す る 領 域 に 振 動 板 を 介 し て 設
け ら れ た 下 電 極 、 圧 電 体 層 及 び 上 電 極 か ら な る 圧 電 素 子 と を 備 え る イ ン ク ジ ェ ッ ト 式 記 録
ヘ ッ ド に お い て 、
前 記 圧 電 素 子 の 外 周 面 に か ら な る 保 護 膜 を 有 し 、 且 つ 該 保 護 膜 は 、 前 記
圧 電 素 子 の 上 面 の 主 要 部 に 対 向 す る 領 域 に 他 の 領 域 よ り も 膜 厚 の 薄 い 薄 膜 部 を 有 す る こ と
を 特 徴 と す る イ ン ク ジ ェ ッ ト 式 記 録 ヘ ッ ド 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に お い て 、 前 記 保 護 膜 は 、 前 記 圧 力 発 生 室 に 対 向 す る 領 域 で 前 記 圧 電 素 子 の 幅 方
向 外 側 の 前 記 振 動 板 上 ま で 延 設 さ れ 、 こ の 領 域 の 膜 厚 が 前 記 薄 膜 部 厚 い こ と
を 特 徴 と す る イ ン ク ジ ェ ッ ト 式 記 録 ヘ ッ ド 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は ２ に お い て 、 前 記 圧 電 素 子 は そ の 幅 が 前 記 上 電 極 側 に 向 か っ て 徐 々 に 狭 く な
る よ う に パ タ ー ニ ン グ さ れ て 、 当 該 圧 電 素 子 の 外 周 面 が 傾 斜 面 と な っ て い る こ と を 特 徴 と
す る イ ン ク ジ ェ ッ ト 式 記 録 ヘ ッ ド 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ３ に お い て 、 前 記 保 護 膜 が ス パ ッ タ リ ン グ 法 に よ っ て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る イ ン ク ジ ェ ッ ト 式 記 録 ヘ ッ ド 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ ～ ４ の 何 れ か の イ ン ク ジ ェ ッ ト 式 記 録 ヘ ッ ド を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る イ ン ク
ジ ェ ッ ト 式 記 録 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る 本 発 明 の 第 １ の 態 様 は 、 ノ ズ ル 開 口 に 連 通 す る 圧 力 発 生 室 と 、 こ の 圧
力 発 生 室 に 対 応 す る 領 域 に 振 動 板 を 介 し て 設 け ら れ た 下 電 極 、 圧 電 体 層 及 び 上 電 極 か ら な
る 圧 電 素 子 と を 備 え る イ ン ク ジ ェ ッ ト 式 記 録 ヘ ッ ド に お い て 、 前 記 圧 電 素 子 の 外 周 面 に

か ら な る 保 護 膜 を 有 し 、 且 つ 該 保 護 膜 は 、 前 記 圧 電 素 子 の 上 面 の 主 要 部 に
対 向 す る 領 域 に 他 の 領 域 よ り も 膜 厚 の 薄 い 薄 膜 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る イ ン ク ジ ェ ッ
ト 式 記 録 ヘ ッ ド に あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の 第 ２ の 態 様 は 、 第 １ の 態 様 に お い て 、 前 記 保 護 膜 は 、 前 記 圧 力 発 生 室 に 対 向 す る
領 域 で 前 記 圧 電 素 子 の 幅 方 向 外 側 の 前 記 振 動 板 上 ま で 延 設 さ れ 、 こ の 領 域 の 膜 厚 が 前 記 薄
膜 部 厚 い こ と を 特 徴 と す る イ ン ク ジ ェ ッ ト 式 記 録 ヘ ッ ド に あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】

【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 発 明 の 第 の 態 様 は 、 第 １ ～ の 何 れ か の 態 様 の イ ン ク ジ ェ ッ ト 式 記 録 ヘ ッ ド を 具 備 す
る こ と を 特 徴 と す る イ ン ク ジ ェ ッ ト 式 記 録 装 置 に あ る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
か か る 第 の 態 様 で は 、 ヘ ッ ド の 信 頼 性 を 向 上 し た イ ン ク ジ ェ ッ ト 式 記 録 装 置 を 実 現 す る
こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
ま た 、 圧 電 素 子 ３ ０ ０ （ 圧 電 体 能 動 部 ３ ２ ０ ） の 表 面 に は 、 か ら な る 保
護 膜 １ ０ ０ が 設 け ら れ 、 且 つ こ の 保 護 膜 １ ０ ０ の 圧 電 体 能 動 部 ３ ２ ０ の 上 面 の 主 要 部 を 覆
う 領 域 は 、 他 の 領 域 の 膜 厚 の 膜 厚 よ り も 薄 い 薄 膜 部 １ ０ ０ ａ と な っ て い る 。 な お 、 薄 膜 部
１ ０ ０ ａ の 膜 厚 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 圧 電 体 能 動 部 ３ ２ ０ の 駆 動 に よ る 振 動 板 の 変 形
を 妨 げ な い 程 度 の 薄 さ で あ れ ば よ い 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 で は 、 圧 電 素 子 の 外 周 面 が か ら な る 保 護 膜
に よ っ て 完 全 に 覆 わ れ て い る た め 、 大 気 中 の 水 分 等 の 外 部 環 境 に 起 因 す る 圧 電 素 子 の 圧 電
体 層 の 絶 縁 破 壊 を 防 止 す る こ と が で き る 。
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